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震
災
後
の
日
本
で
提
言

撤陛

日
水
協
が
復
旧
対
応
報
告

水
の
安
全
保
障
戦
路
機
構

（委
員
長
――
丹
保
憲
仁

・
北
海

道
立
総
合
研
究
機
構
理
事
長
）

は
８
日
、

第
８
回
基
本
戦
略
委

員
会
を
開
き
、

３
月
Ｈ
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
受
け

て

「東
日
本
大
震
災
後
の
日
本

社
会

へ
の
提
言
」
を
同
機
構
て

ま
と
め
る
こ
と
を
決
め
た
。

提
言
は
、

「強
く
し
な
や
か

な
水
循
環

・
低
炭
素
社
会
の
構

築
」
を
テ
ー
マ
に
、

▽
災
害
に

強
い
街
づ
く
り
、

国
づ
く
り
▽

し
な
や
か
な
地
域
づ
く
り
▽
健

全
な
水
循
環
社
会
の
提
案
▽
低

炭
素
社
会
の
提
案
―
―

の
４
項

目
に
分
け
て
意
見
を
集
約
。

水

イ
ン
フ
ラ
お
よ
び
関
連
都
市
イ

ン
フ
ラ
の
復
興
に
向
け
た
政
策

方
針
に
つ
い
て
丹
保
委
員
長
名

で
国
会
議
員
、

有
識
者
、

マ
ス

コ
ミ
等
に
発
信
し
て
い
く
。

今
回
の
議
事
で
は
事
務
局
が

た
た
き
台
を
示
し
た
ほ
か
、

各

委
員
か
ら
積
極
的
な
意
見
が
出

さ
れ
、

地
震

・
津
波
に
強
い
上

下
水
道
イ
ン
フ
ラ
、

流
域
特
性

に
応
じ
た
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に

よ
る
流
域
汚
水
処
理
シ
ス
テ
ム

の
普
及
、

水
道
事
業
体
間
の
相

互
融
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構

築
、

位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
た
水
配
水
シ
ス
テ
ム
の
再
構

築
、

災
害
時
に
備
え
た
緊
急
自

己
水
源
の
確
保
、

水
カ
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
増
強
、

下
水
汚
泥
資
源

化
の
循
環
社
会
の
構
築
等
が
挙

げ
ら
れ
た
。

提
言
は
、

各
委
員

の
了
承
を
も
と
に
で
き
る
だ
け

早
い
ま
と
め
を
め
ざ
す
。

丹
保
委
員
長
は

「画

一
的
な

施
設
基
準
て
は
な
く
、

地
域
に

日水 協 の 秋 元 総 務 部 長 (右端 )力埠員告 (左端 は 丹 保 氏 )

あ

っ
た
知
恵
を
出
し
、

流
域
に

応
じ
た
水
の
出
し
方
、

捨
て
方

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

大
規

模
な
シ
ス
テ
ム
の
次
の
展
開
を

考
え
、

う
ま
く
立
ち
上
が
れ
ば
、

日
本
の
財
産
に
な
る
」
と
述
べ
、

提
言
の
意
義
を
強
調
し
た
。

ま
た
東
日
本
人
震
災
に
関
し

て
、

日
本
水
道
協
会
の
秋
元
康

夫
総
務
部
長
、

日
本
下
水
道
協

会
の
佐
伯
謹
吾
理
事
か
ら
上
下

水
道
施
設
被
害
と
復
旧
状
況
が

報
告
さ
れ
た
ほ
か
、

，米
め
陵
栓

保
障
戦
略
機
構
か
ら
気
仙
沼
市

等
を
回

っ
た
吉
村
和
就
技
術
普

及
委
員
長
が
Ｉ
Ｔ
活
用
な
ど
の

復
旧

・
復
興
策
を
提
案
し
た
。

こ
の
ほ
か
、

継
続
テ
ー

マ
に

な

っ
て
い
る

「低
炭
素
社
会
に

お
け
る
流
域
水
管
理
の
あ
り

方
」
の
論
点
の

一
つ
と
し
て
、

「中
小
規
模
の
上
下
水
道
事
業

体
が
抱
え
る
課
題
と
そ
の
対
応

方
策
」
を
テ
ー

マ
に
、

福
島
県

三
香
町
の
元
企
業
局
長
で
総
務

省
公
営
企
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

務
め
る
遠
藤
誠
作
氏
が
話
題
を

提
供
し
た
。

中
小
規
模
を
取
り

巻
く
状
況
を

「上
下
水
道
の
南

北
問
題
」
と
表
現
し
、

特
に
下

水
道
の
問
題
点
と
し
て
初
期
費

用
、

維
持
管
理
費
用
が
掛
か
ら

な
い
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
に
言

及
。

地
域
特
性
に
応
じ
た
浄
化

槽
と
の
使
い
分
け
と
技
術
革
新

を
考
慮
し
た
経
済
比
較
と
施
設

整
備
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

ま
た
、

水
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い

て
、

「外
国
に
出
て
行
く
前
に

自
分
の
足
下
を
見
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
と
中
小
自
治
体
の
厳

し
い
財
政
状
況
に
留
意
し
な
が

ら
も
、

北
海
道
を
事
例
に
上
下

水
道
の
広
域
経
営
の
課
題
解
決

に
対
す
る
有
用
性
を
示
し
た
。


